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『アルハ ンゲ リス ク福音書』1092年
本文 にお ける形容詞類 の長 ・短
両語尾形 について
岩 井 憲 幸
は じ め に
古代教会 ス ラブ語(OCS)の 形容詞 にお け る長 ・短 両語 尾形 間 に は用法
上 に差異 があ るといわれ る。 短語 尾形 は述語お よび定詰(onpe丑eπeHHe)と
して用 いられ,長 語尾形 は もっぱ ら定詰 と して のみ用 い られ るとされ るω。
原則 と して,定 詰 と しての短語尾形 は形容詞 と名詞 の結合が読者 に未知 の場
合,同 じく長語尾形 は形容詞 と名詞 の結 合が既 知の場合 に用 い られ る。
短語尾形:LPO丑lb[…]B'Bπ 「bIHM苗}KAHPABC1工'LNAHCTA,[ヘロ
デは彼 が正 しくて聖 な る人 であ ると知 って…Mk6.20Mar](2)
長語尾形:TOPπAnOIAT'LIπH7LBOJIb・BbCTUrPAπb・[その時
悪魔 は彼 を[か の]聖 な る町[す なわちエルサ レム]へ 連れて行 った…
Mt4.5Zog]
実 の処,ギ リシア語 テ クス ト(3)を見 れば,前 者 の例 は名詞 と形容詞の結合
にお いて冠詞 を有 さない場合,後 者 の例 でのそれにおいて は冠詞 を有す る場
合 に,原 則的 にそれ ぞれ対応 する とい うごとが知 られて いる(4)。
Mk6.20:6γdρ τ疎)φδηg…,εどδ(わgαδτδン鹿レ(知αδ`κα`oレκα～伽oレ,
Mt4.5:T6τ επαραλαμβdレε`α∂τδレδδ`廊βoλ09ε～9切ンdγ6αレπ6λ`レ,
これ らの事柄 が1092年 『アルハ ンゲ リスク福音 書』(Arch)で は どの よ
うにな って いるであろ うか。 中世 ロシアにおけ るOCSの 地方 的変 種 に あ っ
て は,い か なる様相 を呈 して いるか,検 討 してみたい。
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1.Archで の2例
以下本稿 にお いて はArchl-175の 本 文 のみ を検 討 の対象 とす る。175-1
177も1092年 成立 であ るが,除 外す る。 なお1-175を 次 の よ うに2分 して
略称 する。
Arch'1-76v
Arch277-175
前節 で示 した定語 と しての例 は,Archに おいて もそれぞ れ短 語尾 お よ び
長語尾 で現 われてい る。
Mk6.20(172)(5):HPOπb…B'BπbIproMOy}KArIPABL恥NAH
CTA.
Mt4.5(154):γb咽AnOIATT)IHπHIABOJrb.BlbCTLIHFPAπT).
これ らで はOCSで の定詰 と しての使 いわ けが踏襲 されてい る とみ られ る。
しか し,た とえばArch1で の次のよ うな例 はどうであ ろうか。
Mt23.4(43v):C7)BHPAIOTL}KCBPLMCNATAH{LKAIA.HOy丑OBb
NOCHMA.[ま た,[彼 らすなわ ち律法学 者 とパ リサ イ人 は]重 い荷
物 を く くって人 々の肩 にのせ るが]
Archで の この名詞+長 語尾形 の結合 は,Marお よびAssで は名詞+短 語尾
形 であ り,ギ リシア語 テクス トで は冠詞 を有 しない。
Mar(82):CbBHPA品Tb}KCBPもMCNATEN{AKAHNCOy丑OBL
NOCHMA.
Ass(47a):CbBIPA囁TbBOBPBMENATA}KLKA・HNCOy∬OBb
NOCI4MA。
Gr:δ ε曜 ε60ひαレSE砂oρ τ6αβαρ6ακα～επζτ`θ6αンεπ～zoos(6μoひ9τ のレ
の θαδπωレ,
Archで の この名詞+長 語尾形 の組 み あわ せ ばOCSで の用 法か らはず れ て
い る。
次 のArch2中 の例 で は名詞 の定詰 が短 語尾形 とな ってい る。
L1.9(166):HOOBHqAIOHCPCHCKOy.∫10yqMCAICMOy
nOKATI4B「LHPKBLrNK).[祭司職 の慣例 に従 って くじを 引 いた と
ころ,主 の空所 に はいって香 をた くことになった。]
この例 の場合,Mar・Assと もに当該個所 は名詞+長 語 尾形 で あり,ギ リシ
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ア語 テクス トも冠詞を有す る構文で あり,OCSと して は長 語尾 形 が期待 さ
れ る ところであるが,Archで はこれ を破 って いる。
Mar(190):HOOELIqAIOHCPCHCKOyMOy.…
Ass(148a):HσOBHqAIOHCPCHCKOyMOy・…
Gr:κ ατ【セτδ6θ09訥 どερατε血9…
ここに掲 げたOCSで の定詰 と しての用法 を破 るArchで の2例 は,Arch全
体 の傾向 を代表す る もので あろ うか,そ れと も一種 の例外 なのであろ うか。
さらに述語 につ いて はどうで あろ うか。
2,Arch塵 で の形 容 詞
Arch1-175本 文中の形容詞類を検討 してみ る。対比す るOCSの カノ ンは
順位 の第1に アプ ラコスのAss,そ の第2に テ トラのMarと す る。.時 に他
書 も引用 す る。 またArchl(1-76v)とArch2(77-175)とはや や性質 を異 に
す るか ら分 けて考 え る。
Arch1で の形容詞 にっ き,ま ず認 め られ る傾 向 は次の2点 であ る。 これ ら
の場合,定 詰 ・述語 の用法 の別 を問わない。
1)Assさ らにMarに お ける形容詞長語尾の縮約形 は,多 くの場合Arch
において非縮約 の通常 の形 で綴 られる。
J4.36(3):H}KLNAMML3πOyHPHICMJICTb.HCbB興PAICTL
HJIOπT)BドL}KHBOT「LB'BqbNblH.…[刈る者 は報酬 を受 けて,
永遠の命 に至 る実 を集 めている。 …]
cf.Ass(20c):…Bち}KHBOTT)BBql)NもH・…;Mar(328):…BL
}{HBOT壬)BもqT)NT)1.…
2)Archの 形容詞 は,長 語尾 ・同縮約形 ・短語尾等 々の いずれ に あ って
も,テ トラのMarに 比 して,Archと 同 じア プラ コスのAssと 同形 に
綴 られ る傾 向を有 す る。
Mt25.46(75)`:H丑f五TLTHBbMOyKf五BもqbNf五K).A
nPABb1工LNHUHBb}KM3NbB'BqLNoylo.[そ して彼 らは永遠 の
刑罰 を受 け,正 しい者 は永遠 の生命 に入 るであ ろう。]
cf、Ass(72d):…BbMf五}価BもqbN品 品 ・…BbH{H3Nb
B'BqbN吊 踊 ・:・;Mar(96):…B7)M吊K苗BもqT)Nf五}吊.…
BT)妊{HBOTT)Bも ΨLN壬)1・:・
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上記1)はArch全 体 での傾向,す なわ ち明示的 であ ろ うとす る傾 向 た
とえば3人 称代名詞 ・男性 ・対格 のHをIcroと する ことなど一 に合 致 す
ると思 われ る。Arch1で は次 に列挙 す る形容詞長語尾非縮約形 が,Assお よ
びMarに おいて対応 す る縮約形 で綴 られて いる。 これ らは定詰 な い し名 詞
と して用 い られて いるものであ る。 今 アル ファベ ッ ト順 に示す。
1)の 用例
① 定 詰:BJIPHH(41,65v);BもqLNHH(3,65v);πOBPHH(48,
48v);HCTI4NT)NLII4(18v);14CTOBIbII4(15v);NBCNT)IH(76v);
NBCLCK7LIH(25,28v,29,40v);NCnPABbπbNT)IH(66,69);GTT)IH
(17);CTPO(34v);COyBOT正)NLIM(60vbis);COy口LNT〕M(34V);
OyH班T'BNT)M(73);q刀BqCKIT)II4(12);qJIBqLCKT)IM(11v)　
② 名詞:BJIrBJIcNMH(74v);BもPbNbIH(66)』PoyrHH(47,62);
刀Pf五rHH(69v);3ちJI壬)IH(43);MLPTBHHMb(59)
上記2)は 当然の ことと考え られるが,こ こで確認 して お いて よか ろ う。
用例 はArchとAss・Marとの形態上 の対応 関係 別に分類 して示 す。
2)の 用例
①Arch:Ass:Marが 長語尾:長 語尾:同 縮約形で対応す る場合
① 定詰:BもqbNHH(26,41,75);BもqbNOylO(75v)』OBPbIH(34v);
丑OBPAAFO(34v);37LJIT)M(34v,48v);JIOyKAB'LIPI(40);
JrBNHBHH(48v);HOC∬'LπLNHH(22v);nPLπLNHHMb(65);
GOyBOT正)NbIレ1(64v);Oynl4TAN壬)IH(73);qJIBq正)CKAArO(34)
⑪ 名 詞:B∫IH}KLNAAro(24v,46v)酒Poyr耳H(59);MLPTBbIH
(51);MLPTBbIHXb(14,21,53);NもMHH(34);nbPBHH(62);
HbPB壬)1レIXT)(42v)
②Arch:Ass:Marが 長語尾縮約形:長 語 尾縮約 形:長 語 尾形 で対応
す る場合
① 定詰:NcnPAB団LNもML(66);NcqHcTo河吊(56);nPAB団L-
NLI(21)
⑪ 名詞:丑P缶rOMoy(59)
③Arch:Ass:Marが 長語尾:・長語尾:短 語尾 で対応 す る場 合
① 定詰:BPAqbNAArO(45);rILPBAIA(46)
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⑪ 名詞:BπFbl}A(25);皿OBPOIC(59v);πOBPLIIA(44v);3b恥IIA
(25,44v);NAnPAB団正)NbIIA(sic)(25);CJIもnT)IHML(6v)
④Arch:Ass:Marが 短語尾:短 語尾:長 語尾 で対応 す る場合
① 名詞:NCBO31bMO}KLNA(66)
1)に 関 し,逆 にAss・Marが ・長語尾形 であ るのに対 し,Archが 長語尾縮約
形 で現われ る場合 も若干見 られ る。 下例 はすべて定詰 と してで ある。
① 定詰:BもqbNちMb(11v);H{HTHHCKもIMH(74);岡OPLCK:APO
(73v);NCBCCLCHち1>!L(30v)
さて ここに,多 くはAss・Marに おいて短語尾形 であ るの に対 し,Arch
で長語尾形 で現われ る場合が散見す る。 いずれ も定詰 あるいは名詞 と しての
用法であ る。 これ らは検討に値す る。出現順 に引用す る。
① 定語:
④8v:BlbKoynもJIHcHJIoyAMLcH7BH,[シロア ムの池 へJ9.7]
れ
cf,AssCIJIVAMI;MarGHJIOyAMLCHも;Grεどg切 レκoλひμβガ6りαレ
π　δ.Σ`λω(重μ
⑤39:PA3Bbc刀oBcGcnPもmoBo鵬HNAAro.[不 品 行 の ゆ え
で は な くMt19.9]cf.Ass,MarrIPbJIK)BO丑もHNA;Grμ ヵ επ～
π0ρレε`4
◎43v:BPBMCNATA}KbKAIA.[重 い 荷 物 をMt23.4]cf.Ass
TA}1{bKA;MarTA}KbKA;Grψoρ拓α βαρ6α
⑥45:NArOPもICπCONLCHもH.[オ リ ブ 山 でMt24.3]cf.Ass
CJICONbCT'B;Mar;CJICONLGH'B;Grεπ～τoδのoひgτ のレελα`(∂レ
◎50v:CNDMNOqAπbIH.[ひ と り 息 子 をL7.12]cf.Ass
C丑INOqA1エA;MarHNOqA江 も;Grμoレoγ εレヵgひどδg
①60:πXb…NC皿Oy}KbNLIH.[病 気 の 霊 をL13.11]cf.Ass
NCII吊H{CM);MarNC皿f㍊{CNb:Grπ レεδμα …aσ θεレε血g
@73v:TcJlbHLoyHHT'BN'LIH,[肥 え た 牛 をLl5.30]cf.Ass
nlTOMT);MarnHTOMT)1;Grτδレατεoτδレμ6σZoレ
② 名 詞:
⑤47v』POyrA琉[も う ひ と り[の 女]はMt24.41]cf.Ass,Mar
C皿14NA;Grμ6α
①53v:TAHNOIC[隠 さ れ て い る も の がL8.17]cf.Ass,Mar
TAHNO;Grκ ρひπτδり
254
20
①53v:oyTAI4Nolc(sic)[秘密1こ され て いる もの がL8.17]cf.
Ass,MarOYTAENC;Grdπ6κρoψoレ
⑮74v:o皿ccNoylo…ol皿ololo.[…[を]右に,…[を]左1こ
[お く]Mt25.33]cf.Ass,MarO1工CCN吊瞳 …OHIIO囁;Grε κ
δε量ωレ… εξε∂ωレ6μωレ
①75:C苗 田HMbOIHIOIO正OICFO.[彼の左 にい る人 々 に もMt
25.4]]cf.AssHIIO瞳;MarHI吊1景;Grτoどgεξε∂ωレ6μωレ
上例 中⑮① の2例 は便 宜上,名 詞 として用 いられてい ると解 してお く。
上記12例 中,① の④④@お よび② の① の4例 はギ リシア語 テ クス トに冠
詞 を有 す ることか ら,さ らに② の⑪⑮ の2例 は意 味の上 か ら,ス ラブ語 テ ク
ス トで長語尾.形によって表現 しう'る可能性 を有 している。 そ して これ ら計6
例が現 にArchに お いて長語尾形 と して顕在 して いるとみ られ る。 これ に反
し,残 りの① の(bce①,② の①① の計6例 は,'長 語 尾形 と・して現 われ る積
極 的根拠 が見 いだせな い。(た だ し,◎ は議論 が分かれ るか も知 れ ない。 す
なわち,意 味上 あ りうるとも考え られ るか も知れ ない。)い ずれ にせ よ,12
例中約半数 がAss・Marの 短語尾形 に対 して,特 別の理由な くArchが 長語
尾形 をとって いる。 このことは,用 例数が少 ないなが らも,Arch'で の 傾向
と して認 めて もよ いので はなか ろうか。 この傾向 に対 す る逆の傾向,す なわ
ちAss・Marに おける長語尾形がArchlに おいて短語尾形 で現 われ る例 は,
形 容詞 にお いて見 あた らな い。 この こ と も上記 傾向 をArch1で の特 徴 と し
て認 め る補 強材料 とみ な しうるであ ろう。 以上か ら第3の 傾向 と して次項 を
掲 げてお く。
3)Archlに おいて,Ass,Marに おける空語 と して あ る いは名詞 と して
用い られてい る短 語尾を,長 語 尾に機械的 に変更 す るきざ しが見 られる。
なお,Assに お いて所有形 容詞(原 則 と しての短語尾 のみ)で 現われ る も
のが,Arch聖 において形容詞長語尾形 で現 われ て お り,他 方 のMarで は形
容詞・長語尾縮約形 であ らわれて いる例 が,特 定の語で存在 す る。 次の ような
場合 であ り,定 語 的用 法であ る。
23v:CNDqJIBqLCK:「bIH.[人の子 はMt18.10]cf.Assq∫工ql);Mar
qJIBqcKT〕1
他 の出現箇所 は次 の通 りであ る。
26,29v,32v,38v,47v,49,51v,59,61v68v,74
これ は上述 の傾向1)に 反 し,2)に も反 す るものであるが,Arch'に お いて
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短語尾形を・長語尾形に変更するという傾向が,特 定の語において現われてい
るとみなすことができるであろう。
3.Arch2で の 形 容 詞
Arch2で は ど の よ う な 状 況 が 観 察 で き る で あ ろ う か 。
前 節 で 述 べ た 傾 向1)は,Arch2に お い て も認 め ら れ,か っ 有 効 で あ る 。
ア ル フ ァ ベ ッ ト順 に 出 現 箇 所 を 示 す 。
① 定 語:BHHIbNIAAro(161);丑oBPbIH(124);丑PoyFoyoyMoy
(120);C即4N'LIH(122v);3AKONLNOyOyMOy(156v);14CKAPHO-
T正)CKblH(89,93,100v);HCTHNbNBIH(100);NBCbNOyOyMOy
(133);NHKH胚}KC(164v);OCMbIH(167v);rIPCMOyπPHI4(125);
nONbTLCKOyOyMOy(98v,116,150v);CTHH(110,llgv,156);
CnABbNbII4(165v);COyBOTLNHH(121,123);TbPNOBLNT)IH
(104v);IH∈:CTIbIH(160,161)
② 名 詞:皿PoyrbIH(131);皿PoyFoyoyMoy(129v);KoToPHH
(131);nOCJrB∬bNIOOyル10y(159v);nbPBOyOyMOy(129v);
CTIblレIXI)(llO)
*便 宜 上,C1工14N7BIH(122v)を定 詰 に,KOTOP'LIH(131)を名 詞 に 分
類 し て お い た 。
次 に 掲 げ る 用 例 は,Assに 当 該 箇 所 が 欠 如 して い る が,Marに お い て 長 語
尾 縮 約'形 が 現 わ れ て い る 場 合 で あ る。.ヒ 記 傾 向1)の 用 例 に 準 ず る 可 能 性 を
有 す る と み な し う る 。
① 定 詰:丑OBPbIH(124);πNCBLNbIH(162v);JIO3LNAAFO(90v);
NBCNT)IH(173v);NOBHI4(90v)
② 名 詞:KOTOPbIM(90v);1唾bPTBbIMXb(170v)
前 節 上 述 の 傾 向2)もArch2に あ っ て も 認 め ら れ,か っ 有 効 で あ る 。 出 現
箇 所 は 次 の 通 り。 ケ ー ス 別 に 示 す 。
①Arch:Ass:Marが 長 語 尾:長 語 尾:同 縮 約 形 で 対 応 す る 場 合
① 定 詰:B'BqLNbIM(86,86v);rAJIHJIcHcK'LIHMb(98,102v);
丑OBPbll4(124);}KHBLIHML(97v,102v);143BもCTLNbMXb
(165v);14CTI4NbNT)II4(100);JIK)1ユbCH:1)IMX1)(96);NBCNT)II4Xb
(102v);NBCLCI{T)IHXち(97v);nPABb且bNT)II4XT)(166v);
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HPOK:A}1{CNAAPO(92v);nbPB'BII4(93);CTm4(85);CTbIH
(136);CTLIHMb(150v,152);CIOPbCKもII4(165);TAKOB1)IHXb
(140v)
⑥ 名 詞 』PoyrHH(llov,118v);MBNbHIHHxb(86);MbPT-
BLIHXb(86v,113v,121,121v,171,171v,172);CTPANLNbIHMb
(ll6v)
②Arch:Ass:Marが 長 語 尾 縮 約 形:長 語 尾 縮 約 形:長 語 尾 形 で 対 応
す る 場 合
① 定 詰:NeBlb〈}AJIMMJIHx'b(154v);Ic朋NoMoy(154)
⑪ 名 詞:KoToPAro(162v);HbPBoMoy』LPBoyMoy(120,112)
③Arch:Ass:Marが 長 語 尾:長 語 尾:短 語 尾 で 対 応 す る 場 合
① 定 詰:B刀ArA}A(163);丑PArAArO(89,92v);π10皿LCKHIA
(145)
次 の 例 も 上 記 ③ の 例 と み な し て よ か ろ う。
③ ノ㊥ 名 詞:皿POy3HH(109v.AssCTCPIH;MarC皿HNH);NもHHH
(80v,119.AssCTCPHH,一IH;Mare八HNH)
④Arch:Ass:Marが 短 語 尾:短 語 尾:長 語 尾 で 対 応 す る場 合
① 定 詰:mBPA(149v);ICP皿ANLCKA(149);my丑CHCKOyコ　 　 す
(151);q∫10BもqA(102v);q∫IBqA(135);qJIBqbCKA(97v.Ass
qJlq「b);qJIBy正0(83)
⑪ 述語:B刀A}KCNH(127)
*① の 皿OBPA,ICPπANLCKAの例 に対 す るMarは,正 確 に は
Jagi6校 訂 本Mar中 の 江eqaHcKoeqeTBepoeBaHre朋e(XIIIB.)か
らの テクス トで ある。Marに はこの箇所が欠 けて いる。
上 の④で は短語尾の述語 と しての用例 がでてい る。
⑤Arch:Ass:Marが 短 語 尾:短 語 尾:長 語尾 縮約 形 で対 応 す る場
合 ↑
① 定語:朋BqB(77)
傾向1)に 対 し,逆 にAss,Marが 長語尾形で あるのに,Archが 長語 尾縮
約形 で現われ る例 は次の通 りであ る。 分
① 定詰:NcnoTPcBLNAro(85);rlPPqbcK:H(97)
② 名詞:BLIIHbNIArO(160v);BblmbNMXL(144);NHHIHMb(123v)
次にAss,Marが お おむね短語尾 であ るのに対 し,Archが 長語 尾(縮 約
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形 を 含 む)で 現 わ れ る場 合 が あ る。 出 現 順 に 引 用 す る 。
① 定 詰:
④95:BbrOPOyCJICONbCK:OyK).[オ リ ブ 山 へMt2630]cf.Ass
CJICONCK吊;MarC∫ICONbCKf五;Grεどgτδ啄)ogτ ωレ6λα`(∂レ
⑤134v:石 皿XもNCqHCTbIMXb.[汚 れ た 霊 にL6.18]cf.Ass
NCqICTT);MarNCqHCTT);Grdπδ πレεo傾 τωレdκαθ厩ρτωレ
◎143:rPAπANA3APCTもCI{APO.[ナ ザ レ の 町[か ら]L2.4]
cf.AssNA3APCTbCKA;MarNA3APCTT)GH:A;Grε κ π6λεωg
Nα ψ ρ歪θ
④159:B7)TPCTHIOrOπHNOy,[9時 ご ろ[第3時]にMt20.3]
cf.Ass,MarTPCTH瞳;Grπερどη)6τηレ(鍬)αン
② 名 詞:
◎83v:ωHIIololoTcBc[あ な た の 左 にMklo.37]cf.AssmOy囁;
MarHIK)lf五;Grε ξdρ`στερ(∂ン
①83v:BC朋HHH[偉 い 人 た ち はMk10.42]cf.AssBCmHM;Mar
BCJIMUH;Gro∠ μεγ凌λα
@85v:BJINHHOUA通OICrO.[わ た し の 父 に 祝 福 さ れ た 人 た ち よ
Mt25.34]cf.AssBJINH;MarBJIPNI;Gro∠ ε∂λoγημ6レα τoδ
πατρ0910U
⑤'108v,114v:ω1皿OIOIOarc,[彼 の 左 にMkl5.27コcf.Ass
moy品;MarHIIO蹄;Grε ξε∂ωレ6μωレα∂τ00
①109v,119v』POyrbIH[ひ と り[の 兵 卒]がMt27.49[J1934]コ
cf,AssHNT);Mar皿POyrT)1;Grεゐ τωレστρατ`ωπ∂レ
①134:冨nPcMoyπPLIHxbHPA30yMbNbMxb.[知 恵 あ る 者 や
賢 い 者 か らLlO.21]cf.Ass,MarnPもM刷PlbHPA30yMCNb;
Grarcσoψ(∂ レκα～σoレετ6)レ
③ 述 語:
⑮126v:BmKNAIA}KCBもPOy}ATb.IAKO…[… と 信 じ た 女 は な
ん と さ い わ い な こ と で し ょ う。L1.4E]cf.Ass,MarBJIA}1{CNA;Gr
μακαρ`αη π`στε0σασαors'"
上例中①の④ および②の①@の3例 はギ リシア語テクストに冠詞を含み,ス
ラブ語において長語尾形をとりうる。また①の◎⑥および②の◎⑤①の5例
は意味上長語尾をとりうるであろう。 これに対 し①の⑤および②の① さらに
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③ の⑮ の3例 はなにゆえArchに おいて長語尾形 として現 われてい るので あ
ろうか。 これ らは積極的 に長語尾化 する理 由がみあたらない。ま して⑮ に至 っ
ては,長 語 尾形 が述 語 と して用 い られてお り,OCSの 規 範 か らはず れ て い
ると言 わなければな らな い。 これ らの3例,こ とに⑮ の1例 は,Archに お
いて独特 に長語尾形化 された特異 な例 と言 え るで あろ う。
なお,次 例 はAssを 欠 くが,上 例 に準 ず ると考 え うる。
① 定詰:
①92:BbrOPOyC刀CONBCKOylO.[オリブ山へL22.39]cf.Mar
C∫ICON壬)CKf五;Grε どgτδ疎)ogτのレελα`ωン
㊥174v:M薗oFBINc1ユoy}KLNbllA,[多くの悪霊 をMk6.13]cf.
MarNC丑f五}KbNLI;Grδ α`μ6レ`απoλλd
これ らの うち① はギ リシア語 テ クス トに冠詞 を有 することか らス ラブ語 テ ク
ス トで も長語尾形が現 われ うる と説 明で きる。 だが,㊥ は,上 例 の⑤① ⑳ と
同様,長 語尾化す る理 由はみあた らないのである。
以.ヒ①⑪ までを用例 とみた時,15箇 所 中4箇 所 がArch2に お いて特 別 な
理 由な く長語 尾形 化 じて いる。Archlに おいて12例 中約 半数 が長 語尾 形 化
した ことに対 して,数 の上 では劣 るものの,質 的 には⑭ の述語 としての長語
尾形 の存在 は大 きいと言 わねば な らない。 こ こで は前 節 で掲 げた傾 向の3)
が,質 的に変化 を こうむ り,一 歩深 まった と言え るのではなか ろうか。 す な
わち次 のよ うに言 ってお きた い。
4)Arch2に おいて,Ass,Marの 定詰 と して あ るいは名詞 と しての短 語
尾 を長語尾 に機械 的に変更す るきざ しが見 られ,こ れが述語 まで及ぶ例
があ る。
Arch筥 では見 あた らな つかたケースがArch2に おいて見 られる。すなわち,
Ass,Marが 長語 尾形 で現われ るの に対 し,Archは 短語 尾 で現 わ れ る場 合
が,若 干 存在す.る。 出現順 に引用す る。
①'定 詰:
④78v:BFLB∬H}KbNIA…rPA1工'LI.[付近 の町 々 へMk1.38]cf.
'A
ss,MarB∫IH}KbNA正A;Grε どgπセgεκoμ6レαgκωμoπ6λε`g
分 一
⑤87v:cHNoBHq∬BqbcKoy.[人 の子 はJl2.34]cf.Assq刑LcKoy-
MOy;MarqJIBqCK:Oy河Oy;Grδ ひ乏δgτoδ 御 詠)めπoひ　 　
◎130:CNAq刀BqA.[人 の 子 をJ8.28]cf.'Assq∫IqbGI{AArO;
MarqJIBqCKAArO;Grτδレoどδレτoδd励)め πoひ
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⑥136:NACNDqJIBqL.[人 の 子 にL12.10]cf,AssqJlqCKIAA-
rO;Ma四JIBCKLII4;Grεどgτδレひどδレτoδ伽6働 πoo
⑥161』XlbCT7L[聖 霊 がL1。35]cf.AssCTIbl4;MarCTH;Gr
πンεひμα αγω レ
①166:HooBblqA　 oHcPcHcKoy.[祭 司 職 の 慣 例 に 従 っ てLl.9]
cf.Ass,MarHCPCI4CKOyMOy;Grκα威 τδ6θog切gど ερατε6αg
② 名 詞:
@110v:AABもOyBOB1)HPABb丑Oy.πOCTOMNABOHO
πもJIOMbNAIOHPICMJIICBも.[お互 は 自 分 の や っ た 事 の む く い を
　　
受 け て い る の だ か ら,こ う な っ た の は 当 然 だ 。L23.41]cf.AssHB鳴
OyBOBIbnPABL皿 品 ・皿OCTOHNA「bBO・7L}1{Cπ7BJIAXOBも・Blb一　
CHPn箇CBも 。;MariBもOyBOB7)HPA趾)皿f五πOCTOHNAABO
nもJIOル11bNAIOB'』CHPHCMJICBも,;Grκα～ヵμεどgμεレ δ`κα6ω§,
虜ξ`αrapδ レ{…凋α重ξαμεレdπ0λαμβ(重レ0μεレ・
⑪118v:lsBもOyBOBもHPABL皿Oy』OCTOHNOHO鵬 刀OMb
NAIO,BlbCrlPmCM∫IICB7B.[@に同 じ]
①133:NOBAHBCTもXA.[新 しし・もの と古 い もの とをMtl3.52]
cf.AssNOBAAHBCTIbXAA;MarNOBAHBCTちXAA;Grκα〃d
κα～παλα`(重
①151:.HBOyπOyTLCT%HLTLNAIABbnPABA.[曲が ったとこ
ろはまっす ぐにL3.5]cf.AssHPABAA;MarHPABA7B;Gr戯
σκoλ`dεど9ε∂θε嬬
上例 中@⑤ ◎@① はギ リシア語 テ クス ト中に冠詞 が含 まれて いるか ら本来な
らばス ラブ語 テ クス トは長語尾形 が現 われ るはずであ る。 ただ し,◎ ③ の場
合所有形容詞 〈q刀OBもqL>を 選んだ ために機械的 に短語尾形 とな っている。
◎ は意味上長語尾形 が期待 される と思 われ るが,し か しギ リシア語 テ クス ト
に冠詞 はな く,こ れに従 った とみればArchの 短語尾形 は説 明がつ く。 よ っ
て① の6例 中,⑤ ⑤ ① の3例 が定詰 と して,Archに お いて何 らか理 由で短
語尾化 して いる。⑤ はそれで も,◎ ④ などの類推 か も知 れない。 だが,⑤ ①
は積極的理 由が分か らない。
② は多少説明 を要 する。@と ⑤ はL23,41の 同一 のverse2箇 所 に現 わ れ
て いるが,小 異 を有す るので別 々に引用 した。@の く八OCTOHNA>は 短語
尾 ・中性の複数 ・対格で名詞化 した形。(こ れ に対 しAss,Marは と もに長
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語尾 ・中性 ・複数 ・対格 で名詞化 した形)。 ⑪ の く皿OCTOHNO>は 短語尾 ・
'中性 ・単数 ・対格で名詞化 した形 とみ る。ふつ うOCSで は形 容詞 ・長語 尾
形 の中性 ・複数 を 〈～な もの〉 とい う意 で用 いる。@⑤ のAss,Marの 長 語
尾形がそれで ある。 これ に対 し,Arch2は この意味で@は 短 語尾 ・複数で,
さらに⑤ は短語 尾 ・単数 で用 いてお り,と くに後者は後世 の ロシア語の用法
につ らな ると考え ることがで きる。 そ うで あれば,① ① も同様 にみて,こ れ
らはすべてAss,Marの 長語 尾 ・中性 ・複数形 を短語尾 ・中性 ・複数 形 に改
変 した ものと解 しうる。② では,ギ リシア語 の用法 に影 響 されたOCSの そ
れが,ス ラブ語内で東 スラブ語 自体 の言語意識 に従 って なされ た改変 とみな
せ るであろ う。(た だ し,① のMarに 〈NOBA>と 短語尾形が現わ れて い る
点 に注意。)
なお,次 の2例 の うち,⑮ は副詞 だが,Archに お いて短語尾起源 であ り,
上例② の長語尾 か ら短語尾 へ とい う方 向 と軌 を一 に してお り,① は,Assに
欠 けている ものの,上 例◎ ④ と同 じもの とみなせ る。
⑯96:C「LnHTCnPOqCHnOqHBAHTC.[まだ眠 って い るのか,休
ん でい るのか。Mt26.45]cf,Ass,'MarnPOqCC;Grλo`πδレ
①136:HCNb朋Bqb[人 の子 もL12.8]cf.MarqJIBqCKbl;Gr
δoどδ9τoδ加 印(6πoひ
以上 か ら,次 のよ うにま とめ ることがで きる。
5)Arch2に おいて,定 詰 と して の長語 尾 を短語尾 と同価 とみ て,Ass,
Marの 長語尾を短語尾 に変更す る例が若 干 み られ る。 さ らに事物 を総
括 して示すOCSの 中性 ・複数 ・長語 尾形 を中性 ・複数 ・短 語尾 形 で,
さらに進 んで中性 ・単数 ・短語尾形 で言 いかえる例 が少数 存在 しは じめ
てい る。
4.Arch2へ の 補 説
Arch2はArchlよ りもやや状 況が複雑 であ る。 以下前 節で言 及 しなか った
用例 若干 につ いて補 う。 ただ し前 節で述 べた諸傾向 と矛 盾す る用例 は含 まれ
ていない。
① 定詰:
④96:CNbqJIBqb[人 の子 はMt26.45コcf.AssqJlqCKbl;Mar
qcKT)III;Graoど δ9τoδ(をレ6批)めπoひ
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⑤154v:rIOMOPHICHPC恥肪Xh3AB五 〇HHXb.HNCBち く>A∬H-
MJIHXb.[ゼ ブル ンとナフ タリアとの地 方 に あ る海 べMt4.13]cf,
Ass3ABLJIONIHX壬);Mar3AyJ10NHXL;Gr切りπαραθαλασσ6αレ
'E
L〔紮)6αgZαβoひλめンκαど血 ψθαλ4α
⑥172v:CTAPBHHIHNAMLPA∫mCKLIMb.[ガリラヤのお もだ っ
た人たちをMk6.21]cf.AssrAJMJICHCKbMHMIb;MarrAJImC胚一
GKAMb;Grτoどgπ ρめταgτヵgハαλ`λα6αg
② 名詞:
⑥83v:OHIIOK)10.[左にMk10.40]cf.AssImO隔;MarIHIO価f五;
Grε ξεδωレ6μωレ
⑤109,118v:OIHK)1010,ωmOIOIO.[左にMt27.38]cf.Ass
HIIO瞳;MarIHf五 囁 品;Grε ξε∂ωン6μωン
①110:0HIIOK)10.[左にL23.33]cf.AssHIIO品;Mar皿品品吊;
Gr6ξdρ`σ τερωレ
④ はAssの 長語尾 縮約 形,Marの 長語尾形 に対 し,所 有形 容詞 を選 択 した
ために短語尾形化 して いる(前 節後部 用例◎③ に同 じ)。 ⑤ および⑥⑥① は,
前者 がArch:Ass:Marが長語尾縮約形:長 語尾:長 語 尾縮約 形,後 者 が
長語尾:短 語 尾:長 語尾 と,Archが む しろMarと 同一 形 で あ る一 群 の例
であ る(傾 向1に 反 す る)。 ただ し⑤ は縮約形 もすべ てが長語尾 であるか ら,
問題 とはな らず,さ らに⑥C① も意 味上長語尾形 とな りうるか ら,こ れ もア
プラコスのAssの 短 語尾形を改変 し,結 果的 にMarと 同一形 にな った と考
え うる。◎ はMarが 短語尾 であるのに対 し,,Archが 長語尾縮約形,Assが
長語尾 とアプ ラコスが長語尾 であ るが,こ れ もギ リシア語 テ クス トに冠詞 を
含む ことか ら長語尾化 する ことは十分説 明がつ く。
結びと して
Arch'お よびArch2で の諸傾向 は上掲1)～5)の よ うにま とめ られ るが,
さ らにArch全 体の視点か ら言 いか えれば次の よ うになる。
Arch全 体 において,ま ず第1に,① 形容詞長 語尾形 は非縮約 形 で綴 る傾
向 を有 す る。 第2に,② 長 語尾 ・同縮 約形 ・短 語尾 の いず れ にあ って も
Archの 形容詞 は,テ トラのMarに 比 して,ア プ ラ コスのAssと 同形 に綴
られ る傾向 を有す る(こ の ことは当然 の ことだが,あ えて書 いてお く)。 第3
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に,③Ass,Marの 定詰 な い し名詞 と して用い られ る形 容詞 短語 尾 が,指 示
的意 味を付加 す ることな く,い わば機械的に長語 尾形 に書 き変 え られ る徴候
を有 す る。
一方,Arch2の みに特異 な例が存在 す る。 す なわ ち,今 の と ころhapax
で あるが,④Ass,Marに お いて述語 と しての短 語尾形 を,長 語尾 形 とす る
例があ る。⑤全体の傾向 の③ に反 し,Ass,Marの 定詰 と して の長 語 尾形 に
対 して,指 示的意 味を有す るのに もかかわ らず,短 語 尾に綴 る若干例がある。
さ らに,⑥ 事物 を総括 して表現す る名詞 として,OCSは 形 容詞 長語 尾 ・中
性 ・複数形を用 いるが,こ れ に対 し短語尾 ・中性 ・複数を,さ らに短語尾 ・
中性 ・単数を用 いる若干例が存在す る。
上 の① はArchが 綴 りにおいて明示的 であろ うとす る傾向 に一致 する。 ②
はArchの 系統上 の問題 に淵源す る。③以下 は文語 と口語 の相剋 とみる こ と
はで きぬで あろ うか。 口語 にあって は短語尾が形容詞本来の形で あ り,従 っ
て定詰 にも述語 にも用 い られ た筈で ある。 ここに文語 と しての長語尾形が入
り,し か も意味 と用法の別が規範 と して存在 した。だが,口 語で の言語意識
が優位 に働 き,こ れを無視 して,長 語尾 を短語尾 と同価 とみて,③ の ごとき
現象を生ぜ しめ たので はないか。④ は,こ れが過度 に述語 にまで及ん だ例 と
.は考え ることがで きぬで あろ うか。現象面で は文語的綴 りた らん とす る過誤
とみえ る。⑤⑥ は口語で の言語意識 の優位性が表面化 し,規 範 を破 って,文
語の中 に口語的 な もの を現 出させ た例 ではないか。 ここで も長語尾 と短語尾
を同価 とみて いることにか わ りはない。
Arch2の 特異性 は,こ のよ うな形容詞 の側面 で も存在 している ことは興 味
ぶか い。や は りArch1よ りもArch2の 方が い わ ゆる ロシ ア語 化 の度合 いが
強 いと ここで も言 い うる。 ただ し,こ れがcopyistに 所属 させ るべ き問題 な
のか,そ れ ともさらにcopyistた ちが直接に依 ったオ リジナルに起 因す る も
のか は,依 然 と して言え ない。
本稿で と りあげた形容詞 の長語尾 ・短語尾の問題 は,本 来 な らば分詞 に ま
で言及すべ きことが らで ある。一般的 に,こ の場合分詞のふ るまいは形容詞
とは異 なるとされて いる。Archの 分詞にっ き用例の採取 は終 えた が,考 察
に至 ってお らず,別 稿 に譲 りたいと思 う。
注
(1)木 村彰 一 『古 代 教 会 ス ラブ語入 門 』(1985年,白 水 社)p,85;F.A.Xa6ypraeB,
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CTapoc刀aBHHcK舩H3biK,M.,1974,cTp.229:S.C.Gardiner,OldChurchSla-
vonic,CambridgeUP,1984,pp.111-112さらに古 代 ロ シ ア語 の そ れ につ いて
はqepHbix(参 考 文 献C.1.)のcTp.189～ を見 よ。
(2)こ こに掲 げ る用 例2つ は木 村 彰 一 上 掲書 に よ る。 な お 引 用等 に以 下 の 略 号 を
用 い る:Mtマ タイ伝,Mkマ ル コ伝,Lル カ イ伝,∫ ヨハ ネ 伝;Marマ リア
写 本,Assア ッセ マ 一 二写 本,Zogゾ グ ラ フ ォス写 本(こ れ らの テ ク ス トは参
考 文 献 中 に示 した書 に よ る)。 な お聖 書 テ ク ス トの 日本 訳 は 日本 聖 書 協 会 の 訳
に原 則 と して従 った が,わ か りや す さ を は か って一 部変 更 した 。
(3)Nestle-Aland第25版に よ る。
(4)0.Grnnentha1,DieUbersetzungstechnikderaltkirchenslawischenEvan-
gelien曲bersetzung,ASP31,32.
(5)以 下 か っ こ内 は葉 を示 す。 テ ク ス トは参 考 文献A.4.に よ る。
参 考 文 献
A.テ ク ス ト
1,Quattuorevangeliorum_CodexMarianusglagoliticus,ed,V,Jagi6,SPb.,
1883.(Rep.1960,Graz)
2.J.Kurz(ed.),EvangeliariumAssemani,TomII.Pragae,1955.
3.QuattuorevangeliorumCodexGlagoliticusolimzographensis...,ed.V.
Jagi6,Berlin,1879,(Rep.1954,Graz)
4.ApxaHre刀bcκoeeBaHFe刀ie1092ro且a,レ13皿aHiePyMHHHoBcKaroMy3eH,M.,191`e.
(写 真 複 製 版 に よ る)
5.JI.H.}KyKoBcKaH,T,JI.MHpoHoBa,ApxaHre刀bcKoeeBaHre刀He1092ro亘a.,M,,
1997.
B.辞 典
1.Slovnikjazykastaroslov6nsk6ho,Praha,1966一.
2.P.M.HenT刀HHh且P.,CTapocJlaBHHcKH薩c∫loBapb(nopyKoHHcHMX-XIBeKoB),
M.,1994.
C.そ の 他
1,II.H.qepHblx,"cTop四ecKaHrpaMMaTnKapyccKoroH3blKa,M,1954.
2,JI.A.ByJIaxoBcK雌,HcTop四ecKH勇KoMMeHTap舶NpyccKoMyJIHTepaTypHoMy
H3bIKy,KHeB,1958.
3.レ 璽ccJle皿oBaHHHnocHHTaKcHcycTapocJlaBHHcKoroH3biKa,npara,1963.
4.R.Ve6erka,Altkirchenslavische(altbulgarische)Syntax.1,II,U.W.
Weiher-Freiburgi.Br.,1989,1993.
【本稿は平成10年 度～平成13年 度の'科学研究費補助金 基盤研究(c)(2)(課 題番
号10610510)に よる研究成果の一部である。】
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